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　　　　　　　　　　木星を迎えて
　今年の御jl三月ほ魯賑やかな御正月は無い．例年の美しい眺めを誇る冬の
星座たちの居ならぶまん中へ，天界の王者「木星」がやって來たんだから，
此の頃の，日が暮れて直ぐの天室の絶景は，ミても，S“うも口に表はされ
ない．
　今んさの木星は，去る十月四日に停留，十二月四口に封衝，それから本年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一月三十一日に停
　　　　　．　　　、、、　　　　　’・’』’．．　留εなるのである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ、ら，　・今・は既に最
　　　　　　　　　　簿轟　　　　　げ　tV　　．・
　儀t　　…謎、　　　　　　　　　　麟・、　　あるけれさ，しか
　　一　　 みるから，5・倍の　　　　　　　　　　tt　　　一　轡　　1　　望遠鏡で眺める　　　　一苧　・，湖・りも大
　　　　　　　　　　　・　　　　　．／／t．☆1．”　きく見える筈であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ギ　　　る．光りはマイナ
　　　　　　木星の世界（デニング氏）　　　　　　　　　ス2．等3ミいふの
が年頭0）光輝であるから，恒音吐の王者シリウス昆よりも二倍ほ3強い．
　四五年前までは，「全世界の天文研究一1：のllI心が皆恒星0）方へ向いて了
ひ，太陽系の（殊に，遊星ナこちの．）研究な♂は，早く忘れられナこ形で』あ
ったが，最近年には，寒々，あちらこちらの天文豪で，金星，月，水星，木
星，火星，土星なシ0）新研究が甦生して來ナこ傾向がある．我が木星につい
ても，永く，『木星は焦熟世界だ」な■＝’XSい。‘、言葉が教科書的に信じられて
みた0）に，近年，米國のヰルソン山天文皇のペテト氏等が，熱電流計を大
反射鏡に取りつけて，木タi裂世界の温度te　illilつた結果，　IV：岡らんや，此の世
本星　か迎t、て 3
界0）表面は錨氏の零ド140度εいふ驚くべき寒冷なlll界てあるこεが知れ
て來て，人々を唖然εさせナこ　IJク天文帯の列ト氏等の色爲眞の結果も
あり，叉，メンセル氏の木星スペクトルの研究もあり，英國のアマチュア天
　　　　　　　木星世界から太陽系の申央方面を顧る！～
　　　　　　　　　（何か少しく攣なこピば無いかり）
4 木星な迎へて
文家ハーグリーヴス，ピーク，フィリプ諸氏の眼視観測もあって，木星學
界は中々の賑はひである．
　木星は昔の支那で「歳星」E呼んで，年々の十二支を示す暦學上の重要
な星であったが，西洋でも，此の木星はいろんな意味に用ゐられたもので
ある．
　昔しのバビロニアでは，木星を「マールドゥーク」（Marduk）E呼んだ，
「マ｛ルドウーク」は，神々の王εして，バビロン帝國を護り，千軍萬馬を
統率して敵を厘する軍神である．この軍神「マールドウーク」が，ギリシ
ャの文化に探り入れられて「ジウス」（Zeus）大神ミなり，叉，それかロ
マの紳話に結び付けられて，「ジュピター」（Jupiter）εなつナこものである・
故に　　　マールドゥク＝ジゥス＝ジュピター一一・＝木星
　　　　　　　　　　　　　Zeus　Jupiter　　Marduk
εいふ關係ミなる．
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　最近，西部アジア0）フランス國委任統治領ri＝1のバール〈ごクBaalbeck古
都から嚢掘された古代のバビロニア文化の遺蹟0）中に，マールドウク神殿
の跡が明らかに現はれてるるので，こXに丁丁で紹介するこミにしナこ，
木星fr迎えて ??
輔耀
．r賦
、?
　　　　　‘・8；‘「夢
　　　　　E」重廓，卿輻蜂慧墨
　　　毒．
?
r
???
??????????
賢．
．、???
」　匹『
?
?
?
　　郵
x
??
　　　’　　　ぞ
’sN．．
　　　徽
繧　．，．
　ドi　♂～磁
♪ノ
　，轡　．
｝　一k・？
　レ4」
　　　　　　　　　　　　　で吃　　　　　　　　　　　　・％璽ダ｛s
シリアのS｛・一ルペクより掘りされたジュピター榊殿の
　　　　　　　E大な匿柱の列
6 木星を迎えて
バールベクにあるジュピター神殿の康櫨
　（古代の地震にて破壌されたるもの）
木星な迎え　（ ??
???
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バールペクのジュピター紳殿正面の台の一部
　輩に「物好き」からで無く，面諭な宗教心によって木星を紳化し，翔れ
を崇拝した古代人の心理は，其れが餓りに現代離れしてみるため，一寸想
像出來にくいほS“であるが，『星は現代的剛者の專：有物に翻す，一一般民衆の
さまざまな心にうつる星の印象も，必ずそれに何等かの或る文化的意味が
あるものである』ミいふ見地から見るミ，古代人の心は，まはりくさくな
いだけ，それだけ，現代の吾々の心以上の廣さミ深さミを見せてみるε言
へやり．
